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砂防研究報告会 第２分科会 討議報告 

 

平成２１年１０月７日 

会場：３階 立山      

 

第２分科会 

テーマ：土砂災害対策における施設の維持管理・トータルコストの考え方について 

 

 

１日目（１５：００～１７：００） 

１．挨拶 

２．自己紹介 

３．討議（事例紹介及び質疑応答） 

・砂防ソイルセメントの活用について 

（独）土木研究所 武澤研究員 

・ＩＮＳＥＭ堰堤の摩耗調査報告 

近畿地方整備局 河川計画課 藤原専門官 

・堰堤の除石管理について 

北海道開発局 旭川河川事務所 八十嶋開発専門職 

・既設堰堤のスリット化（流木対策・除石） 

富山県土木部 砂防課 平田技師 

・砂防施設改修計画（案） 

中部地方整備局 沼津河川国道事務所 程谷係長 

・高強度コンクリートブロック採用による長寿命化 

関東地方整備局 河川工事課 林技官 
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流木災害に対する取り組み
～平成20年7月豪雨による被害をうけて～

富山県 土木部 砂防課

１．平成20年7月28日豪雨の概要

7/28 A M 5 00 7/28 A M 6 007/28 A.M.5:00 7/28 A.M.6:00

7/28 A.M.7:00 7/28 A.M.8:00

１．平成20年7月28日豪雨の概要

南砺市小院瀬見雨量観測局

最大時間雨量：132mm/h

小院瀬見雨量局 降雨データ
時間雨量

小院瀬見雨量局　降雨デ タ

105

132

100

120

140

m
)

29
40

60

80

時
間
雨
量
(m

0 0 0

29

6
0 0 0

0

20

3:00 5:00 7:00 9:00 11:00

２．平成２０年７月２８日 豪雨による流木被害
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３．スリット堰堤の効果（Ｈ２０．７．２８降雨時）

小矢部川水系セド谷（南砺市 才川七地内）
鋼製透過型堰堤が流木を捕捉

小矢部川水系打尾川（南砺市 大鋸屋地内）
コンクリート製透過型堰堤が流木を捕捉

３．スリット堰堤の効果（Ｈ２０．７．２８降雨時）
小矢部川水系セド谷（南砺市 才川七地内） 小矢部川水系太谷川（南砺市 小二又地内）小矢部川水系セド谷（南砺市 才川七地内）

鋼製透過型堰堤整備済み
小矢部川水系太谷川（南砺市 小二又地内）

不透過型堰堤整備済み

下流の被災状況

流木対策事業の実施内容

４．小矢部川上流域における流木対策の概要

流木対策事業の実施内容

既設の砂防堰堤が満砂になっている等、流木災害に対する危険度が高い渓流において、

①流木止め工の新設

②既設砂防堰堤への流木止め設置

→既設砂防堰堤の位置、堰堤へのアクセス、整備

流木量等を総合的に勘案して決定流木量等を総合的に勘案して決定

上記２点でも整備率が向上しない場合、

③上流部における既設砂防堰堤の除石

４．小矢部川上流域における流木対策の概要

位置図

西大谷川

赤祖父川

細谷川
小谷谷川

川

渓流名

赤字：H20～H22施工

二
ツ
屋

川

蛇谷川

緑字：H22以降施工（内容検討中）

施工内容

：流木止め工新設：流木止め工新設

：既設砂防堰堤スリット化

：既設砂防堰堤除石
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５．流木対策事業における課題

①流木止め工の新設①流木止め工の新設

・用地買収及び砂防指定地の指定

・既設護岸との流下断面の整合

・流木止め工の施工位置

②既設砂防堰堤への流木止め設置

・砂防堰堤の安定

（本体施工時との適用基準の違い）（本体施工時との適用基準の違い）

・後打ちコンクリートと既設本体との一体化後打ちコンクリ トと既設本体との 体化

（基準等未整備）

・保全対象との位置関係

６．＜具体事例＞小矢部川水系 蛇谷川

位置図

西大谷川

赤祖父川

細谷川
小谷谷川

川

渓流名

赤字：H20～H22施工

二
ツ
屋

川

蛇谷川

緑字：H22以降施工（内容検討中）

施工内容

：流木止め工新設：流木止め工新設

：既設砂防堰堤スリット化

：既設砂防堰堤除石

計画基準点流域図蛇谷川の概要

６．＜具体事例＞小矢部川水系 蛇谷川
計画基準点

蛇谷川砂防堰堤
H=10.0m

吉見砂防堰堤

流域図蛇谷川の概要

流域面積：６．０ｋ㎡

平均河床勾配：１／１０ 吉見砂防堰堤
H=7.5m

平均河床勾配：１／１０

既設構造物：砂防堰堤２基、治山谷止め６基

（砂防堰堤施工時期：昭和40年代後半）（砂防堰堤施 時期 昭和40年代後半）

現況土砂整備率：４９．２％

現況流木整備率：７６．５％

H20.7.28 豪雨による被害
・治山えん堤、ため池を乗り越えて流木流下治山えん堤、ため池を乗り越えて流木流下

・農業用水取水口が流木によって埋塞

・小矢部川本川へ流木が流出し、本川洪水の小矢部川本川 流木が流出し、本川洪水の

流下を阻害

H20.7.28 豪雨後 蛇谷川、小矢部川の様子

６．＜具体事例＞小矢部川水系 蛇谷川
流木対策の内容 計画基準点流木対策の内容 計画基準点

蛇谷川砂防堰堤
H=10.0m・既設砂防堰堤より下流に流木止め設置適地が無い

・既設林道から蛇谷川堰堤へのアクセスが容易

・蛇谷川堰堤堆砂地両岸の斜面が安定している

蛇谷川堰堤に流木止め設置蛇谷川堰堤に流木止め設置

事業内容

・堆砂地の除石

・砂防堰堤水通しの切り欠き（h=3.0m）

打ち 鋼製 設置・1m打ち戻し＋鋼製スリット設置

・袖部の腹付け補強
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６．＜具体事例＞小矢部川水系 蛇谷川
えん堤スリット化の手法えん堤スリット化の手法

１．除石 ２．削孔 ３．ワイヤソーによる切断

４．破砕解体

：削孔位置（N=5） ：ワイヤソーによる切断面

６．＜具体事例＞小矢部川水系 蛇谷川

施工前 施工後施工前 施工後

掘削工 V=1,600m3
スリット化工事の概要

鋼製スリットN型設置

今後の予定
掘削 ,

構造物撤去工

切断面積 A=80㎡

鋼製スリットN型設置

工期：H21.8.28～Ｈ22.3.19

施工費 約2 000万円（見込み）切断面積 A=80㎡

破砕立積 V=140m3

工期 H21 6 12 H21 9 15

施工費：約2,000万円（見込み）

工期：H21.6.12～H21.9.15

施工費：約1,700万円

６．＜具体事例＞小矢部川水系 蛇谷川
蛇谷川砂防堰堤スリット化における問題点蛇谷川砂防堰堤スリット化における問題点

１．蛇谷川堰堤の構造
・土石流対応の構造が必要であるが、天端幅2.0m石流対 構造 必要 ある 、天端幅

→袖部の補強が必要（？）

２．施工中の安全性

・最下流堰堤での施工のため、完成前に出水が
あった場合下流に危険が及ぶ

流木対策としては最下流（保全対象直上）での→流木対策としては最下流（保全対象直上）での
施工が効果的だが・・・

３．後打ちコンクリートと既設堰堤の一体化

・流向と平行な打継面となるため、十分な補強が必要

→「せん断許容応力＜挿し筋による補強力」となるよう
に補強に補強

→最低間隔、最低鉄筋径等の基準無し

４ 事業規模（他地域への応用）４．事業規模（他地域への応用）

・通常砂防事業（補助）の採択基準に合致しない

→災害でも無い限り 事業着手困難→災害でも無い限り、事業着手困難。

∵必要な事業量・事業内容の把握に時間と経費を要す
る。事業として手を出しにくい。

６．＜具体事例＞小矢部川水系 蛇谷川
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